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序 文

武肛氏遺跡は末像'"東部の、吉武地区県営"塩整編に伴い.1987年に発賊調1i.を実施した中

世の遺跡です。

巾城では最初，，，中世火葬所の調査であり特に、宗像氏と人内氏，，，関係にとって貴重な手が

かりとなるものです．

本書が広く文化財保護および学術研究に貢献することを念願いたしますとともに、発掘調企

全般にわたってご協力いただいた多くの方々に心から感謝の意を表する次第であります．

昭和 63年 3 月 31 日

宗像市教育委員会

教育長竹原 瑛

例 言

1. 本露は1987年度に国・県の補助を受けて実施した宗像市内の文化財琵掘調企報告である．

2. 発掘調査は宗像市教育委員会が事業主体となって行った．

3 遺跡から出士した火葬骨については九州大学医学部の田中良之氏に鑑定をお願いした。

4'本書に使用した図の作成は原俊一，安部裕久．藤井隆晴があたり、製図は徳永映子が行

った．

5. 本書使用の写真は現地を安部．遺物写真は原があたった。

6. 本書の執筆・編集は原が行った。

7. 本書の題字は城月かよ子による．
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武丸原遭麟

I はじめに

宗像巾占武地区の県営ほ場整111に伴う文化財調査ば昭和62年6月の麦刈り後に着手したが．

石井地区については重機による試械では遺構の保存状態が悪く、発甑調査を断念した．問年8

月になって福岡晨林事務所から．石井地区の事業範囲が拡人されたとの連絡が入り．吉武±趣．

改良区．福閾農林事務所を加えた協鑓で．試掘により躙，，筒囲を限定し、他事業の終了をまっ

て当該地の発掘調査に着手した．

発掘調査は昭和62年10月22日から重機を入れて遺構の嫡1l11と調査地の表士を除去した．

幸いにして調査地は狭い範囲となったために昭和臼年11月7日までで現地調五を終えること

ができた．

引き続き整理作業に入り疇昭和63年3月31日をもって事業を完Tした．

なお嘗発掘調査の着手離＂手続きにおいて｀大字武丸字町添 312番地所在の古墳群を調査対

象地として、 『武丸町評遺跡J の名称で茫掘届~ 発掘調査の届けをしていたが電当地が事業直

前になって地元の都合でほ揚整備の対象から除外されたために~ 本年度中の調査は実施できな

かった．

発掘綱査の組贔皇は次のとおりである．

総 括

庶務・会計

発掘調査

組織

宗像市教育委員会 教育長

教育部長

社会教育課長

社会教育係長

主事

主 事

技緬

発掘調査 昭和62年IO月22日～昭和63年11月7日

発掘調査面積 """' 

概 要 竪穴2.柱穴．包含層

-1-

竹原 瑛

白木国明

吉田繁利

井上 弘

大賀由美子
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武丸尿遺躊

11 位置と環境

分計象'"の東部を占める古武地区Ii.考古学的には"とんど知られていなかった．

文化財資料としては大字吉留のr、所神社の県指定彫鉗である r.;c迫I "1戴音立像』があり．

県指定の天然記念物として大字占留の r吉武の槙3、大字吉留の r平'"天満店の大クスjが知
られているぐらいである．

考古守的に明らかになってきたのは吉武地区のほ湯整備に伴う兌掘調査によるものである．

以下．各遺跡の概要を述ぺておきたい．

武丸大上1カ重闊は奈良時代における古代の官道である 9蝸,,』. 『津日』駅の中間に所在す

る遺跡ではないかと言われており．発掘調企では大形掘立柱建物2棟．小形の掘立柱建物1棟

竪穴住居跡2棟．石組遺構1基を検出し．遺構上面の包含層中に多量の瓦が出土している．

武丸ぶ出遺跡Ii揉晶30rnの丘陵上にある集落遺眺であを調査面積は狭かったが5~6世紀

の屋外排水溝を付設する方形の住居跡と掘立社達物跡．さらに多くの小竪穴を発掘した。特に

3• 4号住は籟ダ渥内鍛冶炉は楕Pl形の掘りこみをもつもので6甑紀後半に考えられる．

武丸,,・伏遺跡は標函40mの．東側急斜面を背1こした小集落遺疏である。方形の竪穴住居跡と

多数の柱穴を検出した。このうちの2号住居跡は藍際にカマドを設けており、 4本の主柱穴を

持つ．また、住居の隅から屋外排水潰をつくっている。カマドの時期は6世紀後半と考えられ

る．

吉留下惣原遺跡は標高30mの丘陵上にある集落遺跡である,A区からは縄文時代晩期の包含

層を検出し．刻目突帯文以煎の土器群を知り得た。今後の縄文時代研究の発蝙となろう• B区

では6~7世紀にかけての倉庫群を検出した．

武丸皆真庵遺跡は標高SOmの丘陵上に分布する古墳を主体とする遺跡である. 5基の古墳Ii

6世紀の中頃から後半にかけて営まれ．その後．中近世に1基づつ土墳墓がつくられている．

このうちの2号墳は当地方特有の深い墓墳羨道を持たない主体部構造を持っている。

以上に概観したように近年の．特にほ場整備に伴う緊急調査によって．古代の吉武が浮かび

あがりつつある．

当遺跡は吉武地区でも釣/IJの南儲に位置し、南部の郡境から派生する丘陵の付様にあたり標

高80mの直側緩斜面に占地する。同一丘陵の北方には．江戸時代に名を知られた『孝聖武丸正

，，，』の墓がある。
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武丸原遺跡

1. 武丸皆11寄潰院 2. 武丸大上げ遺鰤 3. 武丸高田遺跡

4. 武丸小伏遺跡 5. 名""'跨群 6. 吉留下惣原遺躊

7. 石丸遺疇 8. 陳厳寺宇土遺騎 9. 石丸原遺蒻

IO. 武力顧遭飩
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武丸原遺味

m 発掘調査の記録

調食対象地は水田であるため．最初に重機による表土（耕作土）を除五する作業から始めた．

表土下はすぐに池山となり．この面で

遺構を確認するに至った．検出した遺

構は竪穴2基と柱穴状の竪穴．さらに

北側に包含層と思われる黒色の堆積土

があったが、遺物は何も検出できなか

った．

調査地の東側は林となっており．こ

の林の中を尾根線として．酒側へ緩く

傾斜面をつくる。調査地および周辺は

全て水田化されているが、近年の減反

政策により大半の水田は休1J1状態とな

つている．

調査区は南北に長い水田に添って設

定した．標高は82~83mである．

調査区の南半で遺構を検出した．

1. 1号竪穴

この竪穴は2号竪穴を切り込んでつ

くられている．

遭構

遺構内土層は最下部に炭の堆積があ

り．その上に焼士塊が認められ．この

焼士塊1こ挟まれるように焼骨の堆積が

あな特に璧際では焼土塊が多く認め

られ．壁面の崩落を示すものであろう

か．

床面および．床上lCkmほどまでは火

を受けた痕跡は認められない．それ以

上の壁面は赤く焼けてしまっている。

赤変の認められない部分は崩落後の壁

と考えられる．

.,. 

第3図池形i11l量図 (I/400) 
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武丸腺遺跡
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第4図 1・2号竪穴実測図 (1/40)

I. 暗茶白色粘質土（褐色焼土プロック含） 2. 暗黄白色枯質土（灰臼色士がまじる）

3. 疇賃白色粘質土（地山プ._,,, 4. 隋黄白色帖賃土 (3よりよごれがある）

.. 暗黄茶色粘質士 6. 焼土塊澤骨を含む） 7 炭 8. 茶黒色給質土

9. 緒茶色粘質土（炭を多量含む） 10. 茶貧色粘質土
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武A原噌膵
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第5図 1号竪穴実測図 (1/20) 

竪大は南北如コ。東西-の隅丸方形のプランを呈する．竪大の4周ともほぼ垂直に立ち上

り．最も深いとこるで45mを測る．

遺掬（第4・5図）

遺構内に落ち込んで2群の土師器の杯が出土した。 1~3i±埋土の上層から出土した。口径

10.9~11. 釦．器高2.,..、底径6.6~7.0o,を測る。いずれの底部も回転糸切りで．内外と

も横なでによる凹凸を強く残Lている。口蝠部は丸くおさめている．

4~6<士床面に近い層から出土した1群である．口径11.8~11.如,.器高2.5rn、底径4.4

~4.Bmを測る．いずれの底部も回転糸切りで．内外面．底部両面とも連続する積なで調整1こ

よる凹凸を強く残しており、口蝙部は上方に引き出されるようにしておさめている．

1~3は胎土に砂粒を多く含み．赤褐色に焼かれているのに対して.4~6は胎士は精選さ

れており｀器壁も薄く．黄灰色に焼かれているという違いが見られる・
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2. 2号竪穴

1サ竪穴の北鯛に位置して．

1#壁の一部を 1号竪穴に切ら

れている．

遺構

土層は床面全体に薄く、炭

層が認められた．炭層中に焼

骨を検出することはできなか

った。

平面形は南北に長い隅丸長

方形を呈する。南北鴻,~.

東酉 180~を測も最も深い

ところで叩口である。 4壁と

もほぼ垂直に立ち上がり．床

面は平である。床面中央の

南によったところで、直径30

ロほどの浅いすり鉢状の掘り

込みが見られる。壁面の東側

で2ヶ所1こ焼けた痕跡が認め

られる．

武A原漕％
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第6図 1号竪穴出士士器実測図 (1/3)
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武,,再潰精

W おわりに

わずかに2基の竪穴の調査であったが．今後の中批史解明の上で貴重な成果をあげることが

できた．

1・2号竪穴とも内部に炭層を有することから、火葬にかかわる遺構と考えられるが. 2号

竪穴は炭層と璧が焼けていたという事実からは火葬墓．火葬所として確認するには資料不足と

いえる．各地の鯛査例からしても長さ 3.9mというのは長大であり. I人の火葬のためには大

きすぎるといえる。仮に火葬を考えるとすれば、複数の遺体を火葬に付したものと考えねばな

らないが、中世大葬が,iぽ1基で 1人の火葬例がほとんどであるとこるからすると無理がある
といえる．類例を待っほかはない．

l号竪穴については、焼骨．炭と焼土．焼璧の検出から火葬所として位置づけができるであ

ろう。火葬墓とするためには焼骨の絶対量が少ないことが上げられる。また上部施設について

も、現況が水田ということもあり．現段階は何も言えない．少なくとも．ここで火葬をして．

集落の近くで新たに墓を設けて埋葬したものと考えられ、この地では焼骨の一部が残され．＊

葬後に土器などを供献して祭ったものであろう。

1号竪穴出士の土器のうち黄灰色を呈する薄手の士器群は、近年の中世遺跡の調査で類例が

増えつつある．大宰府史跡の亮伝覇査では杯bとして分類されており .14世紀中頃から16世紀

の前半の範囲で出現することが知られている。

大宰府史跡刀次調査の$D18051士文亀元年 (1501年）の木蘭を出土しており、伴出する杯b

は1号竪穴出土の士器に法量が最も近い数値を示しており、 1号竪穴の時期をおよそ16世紀前

半代に考えられる．

杯bの土師器について注目すべきことは．この種の土器が報文によるもので実見していない

が山口県山口市の大内氏館跡から数多く出土しているということである.14-16世紀は大内氏

による筑前国支配の真只中にある時期である（註I)

特に宗像家（大宮司）は．大内氏の筑前進出の初期から闊わりをもっており（註2) 、この

ような両者の関係から武丸原遺跡における火葬を導き出すことも可能ではないかと考えられる

が、いずれにしても．今後の調査例の増加を待つほかはない"'"

註・

1. 佐伯弘次 1978 大内氏の筑蘭国支配九州中世史研究第1輯

大内麟弘の時期に．宗偉氏が合力していたと指摘されている．

2. 山口市教育委員会 1987 大内氏鱚腑W 山口市埋蔵文化財調査報告第23集
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武丸原遺跡

大内浪..,, 時期には叫9貿品の述を1●いており.,の時期から．筑"''国との関わりか強くなった

tのと考えられる．

3. 袂1,↓£ー・ 1987 藉伽遺跡 太宰K利iの文化財 第II鎮

大字・"史跡からIll上する杯bは．およそ14世紀：ヤ頃から16世紀1前キ頃に考えられている．このこ

とは大内氏義弘の筑前進出から大内錢ほの自刃による大内氏の滅亡の時期によく対比しており．

今後．杯 b が大内氏の筑前国支配を示す．頁饗な遺物となる •T能性がある．
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